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 し い「  新 し い 福祉  」の実現  を ！！「  新 し い 福祉  」の実現  を ！！

3丁目地区 特区制度を活用へ！

携帯電話「エリアメール」今年度から導入へ！
防災行政無線、デジタル方式による再整備へ防災行政無線、デジタル方式による再整備へ

救急医療体制の充実強化を！

公明市議会ニュース公明市議会ニュース
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いざという時の情報伝達の拡充を！

平成23年 第1回 市議会定例会 代表質問 第2回 臨時会 代表質疑平成23年 第1回 市議会定例会 代表質問 第2回 臨時会 代表質疑

「川崎スタンダード体制」
がスタート！！

平和市長会議に加盟！平和市長会議に加盟！
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b出資法人の改革をチェック！！

　平成23年3月1日の代表質問では、安全で安心して暮らせるまちづくりを進
めるため、川崎市の防災対策、救急医療体制の強化、若者・高齢者の就業支援、子
宮頸がん予防ワクチンの接種事業など23項目を取り上げました。また統一地方
選挙後に開催された5月23日の代表質疑でも防災対策の強化充実を求めました。

川崎国際環境技術展2011開催

住民の立場で議会改革を提言！

予防ワクチン接種の公費助成が実現！！
子宮頸がんなど

子宮頸がんなど

中小企業支援・雇用対策を推進

市民に
 開かれた議会へ

３月からミックスペーパーの
分別収集が始まりました！！

毎月の第２・第４土曜日
区役所一部窓口オープン

市の被災者
上下水道料金が減免に！！

市の被災者
上下水道料金が減免に！！

地デジ化をスムーズに、区役所に臨時相談窓口開設！

多摩川のバーベキュー広場、4月より有料化スタート！

非課税世帯へもチューナー支援決定

質問に立つ岩崎議員

石巻の現状

　代表質問では、正確な災害情報
を速やかに伝えるため、全国に一
斉に配信する「全国瞬時警報シス
テム」の導入と、緊急速報「エリア
メール」の活用について質問しま
した。その結果①「全国瞬時警報
システム」の受診テストを開始する。
②野外スピーカーなどの防災無線
については聞こえやすいデジタル
方式に再整備する。ことが明かに
なりました。
　また特定の地域において、多く
の携帯電話あてに一斉に災害情報

を配信する「エリアメール」を導
入し、災害時の的確な行動対応な
ども配信する予定です。
　代表質疑では、東日本大震災を
受け①被災地の復興支援について、
②川崎市の備蓄内容の見直しにつ
いて、③放射性物質の検査体制の
充実について対応を求めたところ、
食糧・毛布など備蓄計画を見直す
とともに、放射性物質の検査は南
部1か所で行なわれていましたが、
北部でも実施するとの回答を得ま
した。

ひとと環境に優しい川崎駅東口に！

　救急隊が到着してから患者を医
療機関へ搬送するまでの現場滞在
時間が、政令市でワーストワンで
あることから再度取り上げ、救急
医療体制の充実強化を強く求めま
した。
　健康福祉局長は「重症患者に対
し24時間365日受け入れが可能な
初期救急型拠点病院の整備に取り
組み、周産期救急医療については、
日本医科大学武蔵小杉病院におけ
るNICU（新生児集中治療室）など9

床の増床を支援する。中部小児急
病センターについて検討していく。
また高齢者の重症患者の受け入れ
が滞ることから、救急病院から長
期入院患者が円滑に転院できるよ
う市内の療養病床数の確保に取り
組む。川崎社会保険病院の療養病
床は昨年50床の整備を行ったが、
同病院の将来のあり方が未だに不
明確なことから医師、看護師の確
保に苦慮しており、入院患者は半
数にも満たない状況」と答えました。

公明党川崎市議団は国会議員を通し、
社会保険病院等の経営主体の確立
を訴えています。


